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指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

市民１人当たりの都市公園面積 ★ ㎡ 40.3 44.7 46.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 主要な取組 

１ 公園緑地の整備・充実 

◇土地区画整理施行区域内の未整備公園の整備促進 

◇赤穂城跡公園の整備促進 

◇公園施設の長寿命化と維持管理の効率化および市民ニーズに

応じた更新・整備 

◇城南緑地等の緑の保全管理 

◇市民の健康増進意識の高まりに対応した河川敷緑地等の整備促進 

◇赤穂海浜公園の充実に向けた県との連携・協力 

◇瀬戸内海国立公園の良好な環境の保全 

２ 街路樹の適切な管理 

◇適時適切な害虫防除の実施による樹木の健康保持 

◇適時適切な樹木剪定による良好なまちなみ景観維持 

◇お城通りの黒松は良好な景観形成に必要な街路樹であることを

踏まえ特に丁寧な維持管理 

◇適切な管理による通行障害や見通し不良箇所の解消 

３ 都市緑化の推進 
◇市民参加による公園の芝生化等の推進 

◇市民が実施する壁面緑化やグリーンカーテンなどの取組の支援 

赤穂市緑の基本計画 

関連個別計画 

施策の展開 

目標指標 

２０３０赤穂市総合計画 
基本計画  
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公園の芝生化 野中・砂子公園 

快適  自然環境と都市環境とが調和した住みやすいまちづくり 

（4）快適で魅力ある都市空間の形成 

⑬水とみどり豊かな都市をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな自然環境の保全を図り、自然、景観、歴史等の地域資源を活かした都市公園等の整備を

進めるとともに、公園施設の長寿命化による改築更新の際には、公園利用者のニーズに応じた効

果的な整備を推進します。 

また、身近なみどりである街路樹等の適切な維持管理に努めるとともに、市民との協働により

自然を守り育て、本市の地域特性を活かした水とみどり豊かなまちづくりを推進します。 

 

  

施策の方針 

◆公園・緑地に対する市民ニーズの多様化に対応した整備を促進することが求められています。 

◆赤穂城跡公園や土地区画整理施行区域内の未供用公園の整備を促進することが求められて

います。 

◆公園施設の長寿命化と維持管理の効率化および市民ニーズに応じた施設更新整備が必要です。 

◆街路樹の健全な保全とともに、安全な通行のための対策が必要です。 

◆壁面緑化やグリーンカーテン※１など市民や事業者等の取組の推進が必要です。 

 

現状と課題 

※１グリーンカーテン…自然の力を利用した夏場の省エネルギー対策として、ツル性の植物を窓の外や壁面に張ったネットなどに這わせて、カーテンのよ
うに覆ったもの。 




